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[[[[序序序序]]]]    

原子内包フラーレンについてはその特異な構造や物性について興味が持たれ、これ

まで多くの研究が精力的になされてきている[1−3]。また応用面でも、次世代のため

のエレクトロニクス新規ナノ材料になりうると考えられている[4]。その特徴の一つは

内包原子からの電荷移動により誘起されるナノスケールの分極にあり、これを用いれ

ば nmサイズのメモリー材料としてペタバイトを実現する可能性がある。こうした状

況を背景として、原子内包フラーレンは、経済産業省の技術戦略マップでも重要な項

目として挙げられている[5]。 

原子内包フラーレンの一つとして、Li 原子を内包したフラーレン（Li@C60）があ

る。Li@C60は、内包された Li原子の電子供与能によりリチウムイオンとフラーレン

アニオンに電荷分離すると考えられ、高い電気伝導度や誘電体としての特性を発現す

ると考えられている。Li@C60は、1996年に初めて Campbellらが取り扱える量での

合成と精製について報告した[6]。Campbell らが行っている Li 内包フラーレン

（Li@C60）の合成方法は、蒸着させたフラーレン薄膜に Li イオンビームを打ち込む

方法で、イオン注入（ion implantation）法と呼ばれている。この方法で合成され、

抽出精製された Li@C60についていくつかの物性（熱的安定性、電気伝導度、IR、ラ

マン、ESR など）が報告されているが、その内包構造についての最終的な構造解析

は未だ達成されていない。特に Campbell らの合成方法には収量の面で問題があり、

産業利用を考えたときに大きな課題を残している。 

[[[[本研究本研究本研究本研究]]]]    

我々はこの Li@C60に着目し、新規合成方法として Liプラズマを用いた大量合成法

を開発した [7−8]。本ポスターでは、この手法を用いて得られる化学種のキャラクタ

リゼーションを行った結果について報告する。真空中 Li プラズマと C60を反応させ

て得られた黒色の生成物ついてLDI-TOF 質量スペクトルを測定するとm/z = 727の

ピークが強く観測される。この分子量は C60Li に対応し、分子として Li と C60が一

対一で反応した分子種が生成していることを示している。この分子種は、これまで知

られている Li-C60電荷移動付加物とは異なっていることが ESRの測定からも確認さ

れた。しかし、この合成直後の状態ではC60に由来するピークも多く観測されたため、



その後溶媒による抽出や洗浄等数段階の精製を試みた。このようにして得られた抽出

精製材料についての質量スペクトルを図 2に示す。強いm/z = 727（C60Li）のピーク

に加えm/z = 743（C60LiO）のピークも観測され、それぞれ Li@C60およびそれが酸

化された Li@C60Oに帰属される。このときm/z = 720（C60）のピークは合成直後の

ものに比べ著しく減少していることがわ

かった。 

精製した材料について 7Li NMR測定を

行うと、δ −16 ppmという高磁場にピーク

を与えた（図 2）。この結果は Li核が効果

的に遮蔽されていることを示しており、

我々が合成した分子種の Li 核の磁気的環

境はC60炭素骨格に内包した構造を持って

いることを示唆している。ポスターでは

NMR および ESR の結果も含めて議論す

る。 
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図 2精製した Li@C60含有物の 

7Li NMRスペクトル（1M LiCl aq. 基準） 
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図 1 精製した Li@C60含有物の LDI 質量スペクトル 
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